




入試必勝
アドバイス 【読解問題】 読解問題は入試問題の中で最も大きな配点を占めます。そのため、

まずは時間配分を意識して問題を解く練習をしておきましょう。きちんと時間を
計って解き、解き終えた後も単に解き終えることができたかどうかというだけで
なく、文章の内容を正確に読み取ることが出来ていたか、文章の構造はしっかりと
おさえられていたか、などを分析することが大切です。きちんと分析して、改良
するべき点を見つけ出し、次に演習するときにそれをためしてみる。そういった
試行錯誤を今のうちに何度も繰り返しておき、本番では万全の状態で受験できる
ようにしておきましょう。
【古文】 多くの受験生が苦手意識をもつ古文ですが、実は高校入試ではそれほど
高度な内容が問われることはありません。むしろ集中して学習することで大きく
効果を出すことが狙える分野です。古語や文法など基礎知識を復習して、覚えて
いなかったりあやふやになっていたりすることがあれば確実に身につけておき
ましょう。そのためにはたくさんの問題を解いておくことが大切です。また、解いた

恩田聡先生

国
語

後で現代語訳や解説をしっかりと読み、自分はどの
部分が読めていたのか、またどの部分が読めていな
かったのかを把握して復習しておきましょう。その
うえで次の問題に取りかかるということを繰り返し
ましょう。
【作文】 具体例やしっかりとした文章構成をもった作文を書けるようになるため
には前もってしっかりと準備しておくことが大切です。たとえば一つのテーマに
対して違った角度から何度も文章を書く練習をしておきましょう。そうすることで
様々な角度から物事を考える訓練となり、当日しっかりと根拠をもった文章を
組み立てることができるようになります。
　どの分野についても、問題を解いてそれだけで終わりにするのではなく、自分の
解答などをきちんと見直し、次につなげる演習をしていくことが大切です。

この時期は入試問題演習を中心に勉強していきましょう。その際より
効果的に力をつけてもらうために、意識しておいてほしいことを記して
いきます。

【生物分野】 得点源です！そのためにも語句の暗記が最重要です。暗記するとき
は、テキストの図版や分類表を眺めるのではなく、改めてノートに必要な情報を
まとめます。観察・実験の考察が出題される割合が多いので、記述練習もしておき
ましょう。
【地学分野】 得点源にできます！「地質」では火山や岩石などの暗記分野が多い
ので、表を作成して知識の定着をしましょう。中３で学習した「天体」では暗記
だけでなく仕組みを理解することです。特に、太陽（恒星）・金星や火星（惑星）・
月（衛星）の動きは繰り返し練習しましょう。
【物理分野】 苦手意識の克服！計算問題が中心になります。中1「光・音・力」中2
「電流・磁界」中3「運動・エネルギー」などの単元は暗記だけでは入試問題をクリ
アできません。教科書を何度も読み直し、仕組みを理解し、公式を覚え、テキスト
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の基礎→標準→発展問題へと取り組みましょう。
【化学分野】 実験が重要！学年ごとに学習するので
はなく、中1～中3まで単元ごとに一気に学習しま
しょう。物質や性質の共通点や相違点などの特徴・
化学反応式・イオン式など暗記分野は表にして覚え
ましょう。化学は実験問題が多く出題されます。テキストの類題でグラフ・表の
読み取り方、計算問題に取り組みましょう。
　入試問題を解いた後が重要。間違えた問題に関しては解説を読むだけでなく、
解き方をノートにまとめ、テキストで類題を繰り返し練習しましょう。記述問題に
関しては、先生に必ずチェックしてもらうようにしてください。

入試問題の6～7割は知識で解ける！そのためにも暗記しなければなら
ない用語・公式をきちんと整理して覚えるようにしましょう。そのうえで
各分野の原理・原則の意味を理解し、入試問題にチャレンジしてください。

　基本知識に不安のある人は、すきま時間をうまく使い、使い慣れたまとめ教材や
一問一答教材で繰り返し確認しましょう。二巡目、三巡目になるとすぐに答えが
思い浮かぶようになり、自信がつきます。また、人間は「見て覚える」能力が非常に
高いので、図や写真などの視覚情報も大いに活用しましょう。
　難関校を目指す人は、理解力・思考力の必要な問題を数多く解いていきましょう。
この場合の最良の教材は、入試問題です。知らないことを恐れず、むしろその都度
自分に足りないものを補い、新たな知識を得るチャンスとする「パッチワーク式」
の学習によって、同じ問題を二倍にも三倍にも深く学べます。

【地理】地図・資料を常に確認しながら学習しましょう。気候・農産物・資源・工業
製品・貿易などの統計資料の特徴や見分け方を身につけ、各国や都道府県の
特色をおさえましょう。
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【歴史】時代ごとに知識を整理した上で、出来事の
つながり、同時代の日本と世界の関係など、時間と
空間の二方向から関係や変化をとらえましょう。
「2022年で○周年」といった出来事も要チェックです。
【公民】用語の意味やしくみの理解が大切です。図式
や図表はそのまま入試に出ることも多いです。また、定番の記述問題は解答を
覚えてしまいましょう。
【時事問題】コロナ禍、ロシア・ウクライナ、参院選、円安・物価高など、2022年は
世界と日本が大きく揺れ動いた年でした。また、SDGs（持続可能な開発目標）
関連の出題は、今や入試の大きなトレンドです。現代社会のさまざまな出来事や
課題について知ることが、合格と、みなさん自身の未来につながっているのです。

広範囲の出題内容に不安を感じている人もいるかもしれませんが、社会
は最後まで得点を伸ばせる教科です。直前に勉強した内容が出たという
話も入試社会のあるあるです。ぜひ社会を、合格の最後の切り札にして
ください！

　数学は経験が大切です。１つでも多くの問題を解くことで、「問題のパターンを
自分の頭の中に入れていく」ことが大切です。そういった意味では意外かもしれ
ませんが、数学も暗記力が大切になってきます。また、過去問をしていく中で、
どの入試問題も大問１は「小問集合」という計算問題や確率などの１問１答形式
の問題になっています。この小問集合でどこまで点数を取ることができるかが
一番大切になってきます。入試の合否を左右すると言ってもいいと思います。
この部分の勉強に関しては問題を解くだけでなく、時間を計ってやる・ミスをしな
いように丁寧に解くなどのことも大切になってきます。また、この小問集合に
近年、「資料の整理・活用」の問題がよく出題されています。そういった単元の
勉強もやっておいてください。
　問題を単にやるだけでは成果はでません。問題を解いた後も大切です。間違った
問題を中心に「解きなおし」を必ずやっておきましょう。さらに時間を少し空けて、
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もう一度解きなおしをやってみるともっと効果的
です。
　あと、図形の問題を解くときは、問題に出てきた
図形の特徴は常に意識しておくことも大切です。
中でも「二等辺三角形と円」がよく出てきます。この
２つの図形は誰もが知っている図形ですが、いざ問題として出てくると解けない
ことが多いです。いろいろな問題を解いてみましょう。また、解説も見てもわから
ないなど困ったときは先生に相談して解決するようにしましょう。
　受験までに残された時間はまだあります。勉強していく上で大切なのは、当た
り前のことですが基本の定着です。また、最後まであきらめずにできることを１つ
でもたくさんやるという前向きな気持ちだと思います。

もうみなさんは公立および私立の過去問演習に入っていると思います。
これから入試までの数学の勉強方法に関してお伝えします。

【長文読解】 最も大きな配点を占める長文読解問題。入試当日の得点力をアップ
させるために自分でできる直前対策は、「これまで授業で学習し、内容をよく理解
できている長文を再度３回以上読むこと」です。その際、一文一文きれいな日本語
に訳しながら読むのではなく、英語の語順通りに前からフレーズのかたまりを
意識しスラッシュリーディングしましょう。入試まで１日１題、この練習をすること
で長文の読むスピードが速くなることが期待できるだけではなく、これまで学習
した語彙や文法の確認を自然に行うことができます。長文読解に苦手意識を持っ
ている人も、最後まであきらめてはいけません。授業でしっかり理解できた長文を
毎日読みましょう。
【英作文】 「英作文を書いたら添削してもらい、もう一度書き直すこと」です。授業
で教わった英作文の書き方を復習し、必ず時間制限を設けて英作文を書き、その
答案を先生に添削してもらいましょう。書き直しまですることが大切です。
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【文法】 新しいテキストに手を出すのではなく、「これ
まで使用してきた形式別問題集などを何度も繰り返
し解くこと」です。間違えた問題にチェックを入れて
おいて、できない問題の数を減らしていきましょう。
【リスニング】リスニング問題を解いたら、答え合わ
せをして終わりではいけません。必ずスクリプト（音声の台本）を見直し、自分が
聞き取れなかった部分にチェックを入れてください。その単語を知らなかった、
その単語の正しい発音を知らなかった、もしくは音声のリンキング※1やリダク
ション※2により聞き取りづらかったなど様々な原因が考えられます。チェックを入
れたスクリプトを見ながら、もう一度音声を流して、その音声のあとに続いて音読
練習をしましょう。「正しく聞き取るためには、正しく発音できるようになること」が
重要です。

英語の入試問題は「長文読解」「英作文」「文法」「リスニング」の４つに
大別されます。この冬取り組むべき直前対策を確認しましょう。

受験生のみなさん、入試に向けての準備は順調ですか？入試直前期を迎えるまでにすべきこと、入試当日
に心がけることを、入試を知る先生たちから「入試必勝アドバイス」として、みなさんへお届けします。
不安な気持ちもアドバイスを読んで解決しよう。がんばるみなさんを全力で応援します！

※1 リンキング：音の連結による変化　※2 リダクション：音が脱落する現象
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【第二回】 読んでみようをくずし字

出典：国文学研究資料館所蔵　https://www.nijl.ac.jp/
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夏草や 兵どもが 夢の跡

出典：笠間影印叢刊刊行会ⓒ編集『字典かな―出典明記― 改訂版』笠間書院発行

この文章は読めなくても大丈夫！下の３つの単語を解読してね！

江戸時代頃のことを言っているのかなぁ…？
巻物の文章を書いたこの人物は誰でしょう。
答えは次号にて！

江戸時代頃のことを言っているのかなぁ…？
巻物の文章を書いたこの人物は誰でしょう。
答えは次号にて！

前回のQｕｉｚの答え： ①きもの  ②りす  ③くるま
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ざつがく

That’s雑学
今回は数字を使ったマジックです。
後半で種明かしをするので、まずは楽しんでください。

N E W  Y E A R

マジック編

第 1 問

第 1 問

第 2 問

第 3 問

１から９の中から一つ数を選んでください。その数に９をかけて、その答えが２桁であれば一の位の数と
十の位の数を足してください。１桁の場合は、そのままです。

今あなたは「９」を思い浮かべていますね？

第 2 問
電卓を用意してください。そこに好きな３桁の数字を打ち込み、もう一度打ち込んで6桁にしてください。
たとえば５０４であれば、５０４５０４になっています。
出来上がった６桁の数字を７で割ってください。そのあと１１で割り、最後に１３で割れば、……どうですか？

元の３桁の数に1001(＝７×11×13)を掛けると元の３桁が２つ並んだ６桁の数字になることを利用して
います。それを割り算で元の数字に戻しただけです。

第 3 問
１から15の中から一つ数を選んでください。次に、選んだ数が下の 　、　、　、　のカードの中に含まれて
いるか確認してください。すべて見つけてくださいね。

初めに打った３桁の数字が表示されていることでしょう。

さて、あなたが選んだ数が書かれていた記号の組み合わせを以下のどれですか？

何番の組み合わせになりましたか？　あなたが選んだ数と同じなんて偶然ですね！

のカード のカード のカード のカード

⑬ 　と 　と　

⑭ 　と 　と　

⑮ すべて

⑨ 　と

⑩ 　と

⑪ 　と 　と

⑫ 　と 　と

⑤ 　と

⑥ 　と

⑦ 　と

⑧ 　と

① 　のみ

② 　のみ

③ 　のみ

④ 　のみ

カードを選ぶときは「あなたが選んだ番号」と「 　、　、　、　のカード」、記号の組み合わせを探し
ているときは「 　、　、　、　のカード」と「組み合わせの番号」の２つずつが関連していました。
しかし、「AならばB、BならばＣであるとき、ＡならばＣである」という『三段論法』により、「あなたが
選んだ番号」と「組み合わせの番号」が一致するのです。

1、5、6、
7、11、12、
13、15

2、5、8、
9、11、12、
14、15

3、6、8、
10、11、13、
14、15

4、7、9、
10、12、13、
14、15

解説編

九九の９の段を思い出してみてください。一の位の数と十の位の数を足すと必ず９になりますね。
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